
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ● 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 67,560 126,160 124,360 128,160

事業費

の内訳

令和3年度決算

生活介護・障害児通所支援事業所（短期入所併設）整備：１２２，２００千円（１件）

令和4年度予算

生活介護・障害児通所支援事業所（短期入所併設）整備：１２６，０００千円（１件）

人工 0.3 0.3 0.3 0.3

人件費 2,160 2,160 2,160 2,160

事業費 65,400 124,000 122,200 126,000

うち特定財源 43,600 115,666 81,466 117,000

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

○障害者総合支援法　○社会福祉施設等施設整備費国庫補助金交付要綱　○札幌市民間社会福祉施設等整備
費補助金交付要綱

他都市の状況

厚生労働省が実施する「社会福祉施設等施設整備費国庫補助」は、生活介護・短期入所事業所、障害児通所支
援事業所の創設を補助対象としており、各都道府県・指定都市・中核市において同程度の補助を実施している。

実施結果

整備実績：１施設整備

事業実施における
工夫点

特になし

対象者 障害福祉サービス事業者 開始 平成26 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

毎年度1か所の生活介護・短期入所（併設）事業所または障害児通所支援事業所の新築のための補助を実施す
る。

長期

重度障がい児者や医療的ケア児者が安心して地域生活を送ることができる環境を整備するため、生活介護・短期
入所（併設）事業所、障害児通所支援事業所の新築に対する補助を実施する。

取組内容

重度の障がいのある方であっても安心して日中活動等に参加しながら、充実した地域生活を送ることができるよう
サービス基盤の整備を図るため、生活介護及び短期入所事業所、障害児通所支援事業所の整備を推進する。
なお、本事業は、障害者総合支援法に基づく生活介護・短期入所事業所、障害児通所支援事業所の新築整備費
の一部に補助を実施するものである。

211-2938

施策名
地域に密着した保健福祉サービスを提供する環境づくり

アクションプラン 戦略ビジョン

事業名 障がい者地域生活サービス基盤整備補助金

評価担当課
所属名 保）障がい保健　障がい福祉課

課長名 渡邊 亘 担当者名 三沢　研麻 電話番号

事業評価調書

年度 令和3年 会計コード 10 一般 事業コード 37316



◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外 □ 回答 □ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ● 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
計画どおりの整備が実施できたため

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

重度障がい児者や医療的ケアを必要とする障がい児者の安心かつ充実した地域生活基盤を確保するため、
市内に不足しているそれら障がい児者を受入れる事業所へ補助対象を拡大するとともに、引き続き事業を継
続する。

予算
社会福祉施設等施設整備費国庫補助金交付要綱に準じた補助単価
を基に算出。 見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

特になし
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

特になし

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

〇協議登録のあった法人のうち、札幌市社会福祉審議会社会福祉施設等整備審査専門分科会
において選定された法人が補助の対象（事業の実施主体）となっており、適切である。
〇重度障がい児者や医療的ケアを必要とする障がい児者を受入れる障害福祉サービス事業所
が少ないことから、生活基盤の整備を図るうえで、施設建設費等に補助を実施する事業方法は、
適切である

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

重度障がい児者や医療的ケアを必要とする障がい児者が地域生活を送るうえで、設備の充実し
た日中活動の場及び緊急時の受入先が必要不可欠であるが、受入先となる事業所数が不足して
いる実態にあり、当該事業によりサービス基盤の整備が図られることは、対象者のニーズに応え
ているものである。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

整備実績：１施設整備
計画どおりの施設整備を進め、重度障がい児者や医療的ケアを必要とする障がい児者の地域生
活の場の充実を図った。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

国が定める社会福祉施設等施設整備費国庫補助金交付要綱に準じた補助額としており、事業規
模は適切である。

項目 判定 理由

7 7 8

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名 重度障がい児者や医療的ケア児者の受入が可能な施設数（累計）

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

6

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定


